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開会 午前 １０時００分 

○議長(阿部 寛治) おはようございます。 

  本日は、全員出席で開議は成立いたします。 

  本日の日程に入ります前に、３月７日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  発言内容を慎重に検討し、字句等の訂正を行っております。 

  ご協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問内容についての報告といたします。 

  それでは、ただ今から本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

  それでは、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第１０号「職員の退職管理に関する条例の制定について」を議題

といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第１０号 職員の退職管理に関する条例の制定について。 

  本議案は、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に

伴い、職員の退職管理に関する事項を定めるため、本条例を制定することについて、

議会の議決を求められたものであります。 

  改正地方公務員法では退職管理の適正確保のため、元職員による働きかけの禁止

や再就職情報の届出を規定しており、本町も新たに条例を制定するものです。 

  なお、本条例は平成２８年４月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 
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  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２、議案第１１号「篠栗町地球温暖化対策実行計画策定協議会設置条例の

制定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第１１号 篠栗町地球温暖化対策実行計画策定協議会設置条例の制定につい

て。 

  本議案は、地球温暖化対策の推進に関する法律(平成１０年法律第１１７号)第２

０条第２項、並びに第２０条の３第１項に基づき、篠栗町の地域における温室効果

ガスの排出抑制を図り、地球温暖化防止に貢献する省エネルギーの推進等の施策を、

計画的・総合的に進める篠栗町地球温暖化対策実行計画の策定に当たって、幅広い

住民等からの意見を聴取し、計画に反映させる協議会を設置するため、議会の議決

を求められたものであります。 

  条例案では、協議会の構成メンバーは学識経験者、環境関係団体の推薦によるも

の及び住民代表者１２人以内で組織し、その任期は、当該計画の町長の諮問に応じ

て、答申するまでであります。 

  なお、この条例は、公布の日から施行されます。 

  審査の中で、「環境関係団体の推選によるものとはどういう団体のものか」とい

った質疑が出され、執行部からは、「現在想定しているのは、福岡県宗像・遠賀保

健福祉環境事務所、福岡県地球温暖化防止活動推進センター、福岡県地球温暖化防

止活動推進員などの団体の構成メンバーの中から推薦者を委員にしたい」との回答

がなされました。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上報告を終わります。 
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○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第１２号「行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１２号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について。 

  本議案は、行政不服審査法の施行に伴い、行政処分等に対する不服申し立て制度

に関し必要な事項を定めるため、本条例を制定することについて、議会の議決を求

められたものであります。 

  改正行政不服審査法では、公平性及び利便性の向上のため、１、不服申し立てを

審査請求に一元化。２、審理員制度の導入。３、第三者機関への諮問手続の新設。

４、審査請求期間を６０日から３箇月に延長すること等を規定しており、本町も関

係規定の整備を行うものです。 

  なお、本条例は、平成２８年４月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 
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  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第４、議案第１３号「地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について」を議題といたし

ます。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１３号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について。 

  本議案は、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に

伴い、級別標準職務表の条例化等に関し必要な事項を定めるため、本条例を制定す

ることについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正地方公務員法では、職務給の原則を徹底するため、現在規則で規定されてい

る同表を条例化するよう規定されており、本町も関係規定の整理を行うものです。 

  なお、本条例は平成２８年４月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 
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  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第５、議案第１４号「議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１４号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について。 

  本議案は、被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改

正する法律（平成２４年法律第６３号）の施行により、共済年金が厚生年金に統一

されることに伴い、本条例の一部を改正するため、議会の議決を求められたもので

あります。 

  主な改正点は、補償の額を他の法律による給付と調整する規定において、一元化

にかかる地方公務員等共済組合法等を引用し、共済年金を規定する箇所を削るもの

であります。 

  なお、この条例は公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案とおり可決いた

しております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。 
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  日程第６、議案第１５号「議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１５号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について。 

  本議案は、地方公務員災害補償法施行令の一部を改正する政令（平成２８年政令

第１５号）の施行により、本条例の一部を改正するため、議会の議決を求められた

ものであります。 

  主な改正点は、労働者災害補償保険法による労災年金と同一の事由により、厚生

年金保険法による年金が支給される場合に、労災年金に乗じる調整率が変更となる

ものであります。 

  なお、本条例は平成２８年４月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第１６号「篠栗町債権管理条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 
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  村瀨委員長。 

○総務建設委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１６号 篠栗町債権管理条例の一部を改正する条例の制定について。 

  本議案は、平成２８年度から実施する予定の税債権及び税外債権の収納業務一元

化に伴う督促状発送業務に関して統一的な手数料への改正が必要となったため、本

条例の一部を改正する条例を制定することについて、議会の議決を求められたもの

であります。 

  また、本条例の一部改正と関連して、篠栗町手数料徴収条例についても一部改正

する必要が生じたため、併せて改正するものであります。 

  改正内容は、督促手数料を１００円に統一するものであります。 

  なお、この条例は平成２８年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第８、議案第１７号「篠栗町乳幼児・子ども医療費の支給に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  今長谷委員長。 

○文教厚生委員長(今長谷 武和) はい、報告いたします。 

  議案第１７号 篠栗町乳幼児・子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について。 
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  本議案は、福岡県乳幼児医療費支給制度が、平成２８年１０月１日から制度改正

されることに伴い、本条例の一部を改正するため、議会の議決を求められたもので

あります。 

  改正の主な内容は、現在施行している小学生の入院補助に加え、通院及び中学生

の入院補助を制度に追加し、現行の支給制度の自己負担上限額を見直すものであり

ます。 

  また、制度名を「篠栗町乳幼児・子ども医療費支給制度」から県の制度名称に合

わせ、「篠栗町子ども医療費支給制度」に改めるものです。 

  なお、本条例は平成２８年１０月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  はい、荒牧議員。 

○議員(荒牧 泰範） 施行が２８年１０月１日、何とか詰込めば９月でも間に合うの

に、この３月というのは、何かその、関係整備に時間を要するものだったのかどう

か、ちょっと審査なされているかどうかだけ、お尋ねしたいんですが。 

○議長(阿部 寛治) そういう質疑がありましたか、今長谷委員長。 

○文教厚生委員長(今長谷 武和) 当委員会では、そういった質問はございませんで

した。 

○議長(阿部 寛治) いいですか。 

  ほかにありませんか、質疑は。 

  では、質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案第１８号「篠栗町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一
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部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案も文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○文教厚生委員長(今長谷 武和) はい、報告いたします。 

  議案第１８号 篠栗町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について。 

  本議案は、福岡県ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例が、平成２８年１０

月１日に施行されることに伴い、本条例の一部を改正するため、議会の議決を求め

られたものであります。 

  主な改正点としましては、受給者の所得制限についての規定を改めるもの、及び

字句を改めるものです。 

  なお、本条例は平成２８年１０月１日から施行するものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１０、議案第１９号「平成２７年度篠栗町一般会計補正予算（第６号）に

ついて」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１９号 平成２７年度篠栗町一般会計補正予算（第６号）について。 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ２億３,５９６万８,０００円を追
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加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１００億２,９６４万６,０００円とするもの

です。 

  歳入における増額の主なものは、 

地方消費税交付金 １億３,３２２万７,０００円 

   地方交付税のうち普通交付税 ３,４２８万２,０００円 

   国庫支出金のうち国民健康保険基盤安定負担金 １,５８９万２,０００円 

   情報システム管理費補助金 １,２７５万４,０００円 

   臨時福祉金事業費補助金 ９,１４０万１,０００円 

   子ども子育て支援交付金 １,２４２万円 

   県支出金のうち国民健康保険基盤安定負担金 ７７９万３,０００円 

   財産収入のうち利子及び配当金 ３,６８０万円 

   土地売払収入 １,１００万円 

   町債のうち一般補助施設等事業債 ７５０万円 

  歳入における減額の主なものは、 

県支出金のうち社会福祉費補助金 ３,０８２万２,０００円 

   児童福祉費補助金 １,０２５万８,０００円 

   財産収入のうち立木売払収入 １,４６１万５,０００円 

   町債のうち都市計画事業債 ６,９５０万円 

  次に歳出における増額の主なものは、 

総務費において、情報システム管理費 ７,１８９万円 

   民生費において、臨時福祉給付金費 ８,８１３万９,０００円 

   諸支出金において、国民健康保険特別会計の赤字補填の繰出し１億円を含む繰

出金１億３,７１７万７,０００円などを増額するものです。 

  歳出における減額の主なものは、 

民生費において、延長保育事業費 １,６３０万２,０００円 

   衛生費において、予防費 １,０６１万５,０００円 

   須恵町外二ケ町清掃施設組合負担金 ２,１１８万５,０００円 

   農林水産業費において、町営林保全事業費 １,２００万円 

などです。 

  以上の補正に加え、歳出は事業費の確定、入札残、経費節減等の執行残による減

額、歳入もそれに伴う財源更正が主な補正であります。 

  繰越明許費は、 
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情報システム整備事業 ６,６６３万６,０００円 

   臨時福祉給付金支給事業９,４１７万３,０００円 

   七曲り線整備事業 ２,７５０万円 

   一の瀧線整備事業 １,３５４万９,０００円 

   乙犬隈線整備事業 １,０６０万円 

   鳴渕川整備事業 １,０６０万円 

を追加するものです。 

  継続費は、町営林保全事業において、事業費総額２億３９８万４,０００円を２

億３,６０５万５,０００円に変更するものです。 

  地方債は、一般補助施設等整備事業債７５０万円を追加補正。 

  防災対策事業債を９,５７０万円に、公共事業債を４３０万円。 

  地域活性化事業債を３,２３０万円に、それぞれ限度額の変更を行うものであり

ます。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査が行われております

ので省略をいたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１１、議案第２０号「平成２７年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第６号）について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 
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○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２０号 平成２７年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）に

ついて。 

  本議案は、平成２７年度篠栗町国民健康保険特別会計予算から歳入歳出それぞれ

６,９２８万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億

９７６万６,０００円とするものです。 

  歳出の主なものは、療養給付費を５００万円追加するもの。 

  その他は、退職被保険者療養給付費や共同事業拠出金等を減額するものでありま

す。 

  歳入では、一般会計繰入金を１億３,７１７万７,０００円追加補正し、その他に

は、補助金・交付金の確定により予算を整理するものです。 

  詳細については、予算特別委員会において、慎重な審査が行われておりますので

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１２、議案第２１号「平成２７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第５号）について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２１号 平成２７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）

について。 
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  本議案は、平成２７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算から歳入歳出それぞ

れ４,８８４万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億

５,５６４万４,０００円とするものです。 

  歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金の確定により、４,８８４万３,０００

円を減額するものです。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料を４,８８４万３,０００円減額するものです。 

  詳細については、予算特別委員会において、慎重な審査が行われておりますので

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１３、議案第２２号「平成２８年度篠栗町一般会計予算について」を議題

といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２２号 平成２８年度篠栗町一般会計予算について。 

  本議案は、平成２８年度一般会計当初予算であり、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ９３億５,１３７万９,０００円とするものであります。 

  前年度当初予算に対し３,４５２万２,０００円の増額となっております。 

  ２７年度予算との主な相違点は、増額要因として篠栗北地区産業団地整備事業特

別会計への繰出金の新設、町道乙犬切通線沿いにある旧ダイフク跡地の廃棄物の処
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理費用を計上。 

  減額要因として、篠栗駅東側自由通路詳細設計費用の減少となっております。 

  本年度の主な事業として、議会費においては、議会中継システム等経常的な議会

運営に係る予算１億２８７万５,０００円であります。 

  総務費においては、昨年度に引続き、派遣に切替えた臨時職員及び一部嘱託職員

雇用の包括委託経費、情報セキュリティやマイナンバーなどの情報システム関連経

費、まちづくり事業補助金、特典付きふるさと納税制度などの予算１３億２,５８

３万２,０００円であります。 

  民生費においては、年金世帯への臨時福祉給付金支給事業、本年度より開始する

ファミリーサポート支援事業を初め、子ども・子育てに係る細かなサービス支援事

業、高齢者や障がい者への支援サービスに係る経費、１０月から施行予定の子ども

医療費新制度の補助の拡大分など、医療に係る予算経費新制度の導入に伴い、認可

保育園及び認定こども園への拡充した支援をする予算３０億３,３１４万７,０００

円であります。 

  衛生費においては、各種がん検診、特定健診、乳幼児健診などの検診事業や健康

教室など予防事業に係る経費、地球温暖化対策実行計画の策定経費、旧ダイフク跡

地の廃棄物の処理費用、ごみ収集事業などの予算１２億２,９０９万３,０００円で

あります。 

  農林水産業費においては、農地の耕作放棄地拡大防止対策経費、昨年度に引続き、

森林経営計画に伴う間伐事業に係る経費及び荒廃森林の整備に係る予算１億８,８

４８万２,０００円であります。 

  商工費においては、観光協会の事業を充実するために、地域おこし協力隊の配置

や春らんまんハイキングを初めとする観光イベントの経費、観光施設等の維持管理

に係る予算９,５０４万３,０００円であります。 

  土木費においては、道路改良事業や舗装整備及び側溝整備に係る経費、河川改良

事業乙犬尾仲地区水路水害対策事業費、ベンタナヒルズ区健康広場の整備費用など

の予算４億１,０６６万円であります。 

  消防費において、山間地域の防災対策として、防火水槽新設・改修の経費、消防

団の活動経費、常備消防の糟屋南部消防組合に対する経費など４億２,０５１万２,

０００円であります。 

  教育費においては、篠栗中学校、篠栗北中学校の教室木質化の事業経費、各小中

学校・幼稚園に係る経費、クリエイト篠栗及び体育施設の維持管理に係る経費、遺
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跡など町及び県指定文化財の保存に係る経費などの予算８億４,２８３万７,０００

円であります。 

  公債費においては、過去に借り入れた起債の元利償還金９億３,４５１万円であ

ります。 

  諸支出金においては、２８年度から新設された篠栗北地区産業団地整備事業特別

会計への繰出金等、各特別会計への繰出金など７億４,０８８万８,０００円であり

ます。 

  次に歳入について、町税においては、収納対策の強化及び近年の経済状況に基づ

き、対前年度６,６０５万３,０００円増の２９億８,７９９万７,０００円でありま

す。 

  地方贈与税をはじめとする２款から１０款までの交付金のうち、６款 地方消費

税交付金においては、国の財政計画などに基づき、対前年度１億６,５００万円増

の４億６,５００万円、９款 地方交付税のうち、普通交付税について、国の財政計

画及び起債償還の普通交付税算入額の減少に伴い、対前年度２億７,７２７万円減

の２１億７,１０８万５,０００円。 

  その他の交付金につきましては前年度とほぼ同額であります。 

  分担金及び負担金については、保育所運営の拡充により園児数の増を見込んだ保

護者負担金などの予算１億８,１６６万４,０００円であります。 

  使用料及び手数料については、対前年度ほぼ横ばいの１億３,２４７万４,０００

円であります。 

  国庫支出金については、保育所運営への拡充により、園児数の増を見込んだ保育

所運営国庫負担金など１０億３,８４８万９,０００円であります。 

  県支出金については、ほぼ横ばいの６億８,２０１万２,０００円であります。 

  財産収入については、町有地の売却予定がないことから２,９１３万９,０００円

減の６,４８０万２,０００円であります。 

  基金繰入金については、地方交付税の減少により、対前年度１億５,０００万円

増の７億５,０００万円であります。 

  諸収入については、受託事業の収入があることで、対前年度５,８４０万７,００

０円増の２億３,９５５万５,０００円であります。 

  町債については、臨時財政対策債及び投資事業などの減少により、対前年度１億

３,６２０万円減の４億２,０１０万円であります。 

  地方債について、地方債の限度額は、臨時財政対策債を３億３,３００万円、一
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般会計支出債を３００万円、自然災害防止事業債を６,９００万円、緊急防災・減

災事業債を４５０万円、防災基盤整備事業債を１,０６０万円とするものです。 

  また、一時借入金の借入最高額は１０億円となっております。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査が行われております

ので省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１４、議案第２３号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２３号 平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について。 

  本議案は、平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ３７億４,９２８万１,０００円とするものです。 

  歳出の主なものは、 

保険給付費 ２３億４６７万５,０００円 

   後期高齢者支援金 ３億５,９５５万２,０００円 

   介護納付金 １億４,６４８万８,０００円 

   共同事業医療費拠出金 ９,１４２万３,０００円 

   保険財政共同安定化事業拠出金 ７億５,９３１万５,０００円 
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などであります。歳入の主なものは、 

国民健康保険税 ５億５,１８４万１,０００円 

   国庫支出金 ９億１,８８２万４,０００円 

   療養給付費交付金 ９,７２５万６,０００円 

   前期高齢者交付金 ８億９,５８６万８,０００円 

   県支出金 １億４,１３７万８,０００円 

   共同事業交付金 ８億６,９５７万３,０００円 

   繰入金 ２億６,２７５万円 

   その他、一時借入最高額は５億円であります。 

  詳細については、予算特別委員会において、慎重な審査が行われておりますので

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１５、議案第２４号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２４号 平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について。 

  本議案は、平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３億９,０４８万円とするものです。 
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  歳出の主なものは、 

総務費 ３,０２５万円 

後期高齢者医療広域連合納付金 ３億５,９１０万円 

などであります。 

  歳入の主なものは、 

後期高齢者医療保険 ２億７,９８２万８,０００円 

繰入金 １億１,０６４万４,０００円 

などであります。 

  詳細については、予算特別委員会において、慎重な審査が行われておりますので

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１６、議案第２５号「平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予

算について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２５号 平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について。 

  本議案は、平成２８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算を第２条に定め

る業務の予定量に即して収支の予定額を定めるものであります。 

  第３条において、収益的収入の予定額７億７,８４４万４,０００円に対し、支出
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の予定額は７億９,２６６万３,０００円となり、１,４２１万９,０００円の赤字予

算とするものです。 

  収益的支出の主なものは、流域下水道維持管理負担金２億６,５９２万４,０００

円、企業債利息 １億３,３６１万３,０００円などです。 

  収益的収入の主なものは、下水道使用料４億９８７万２,０００円、他会計負担

金 １億４,３０７万４,０００円が見込まれております。 

  収益的支出額に対し不足する１,４２１万９,０００円は、繰越利益剰余金で補填

するものです。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額３億３,９５２万７,０００円に対し、

支出の予定額を４億５,３５０万９,０００円とし、資本的支出額に対し不足する１

億１,３９８万２,０００円は、損益勘定留保資金等で補填するものであります。 

  資本的支出の主なものは、流域下水道建設負担金４,３９４万９,０００円、企業

債元金償還金３億９,９５３万１,０００円などです。 

  資本的収入の主なものは、企業債２億３,２００万円、他会計負担金１億６９２

万６,０００円です。 

  次に、第９条において、繰越利益剰余金のうち、１００万円を減債積立金として

処分するものと定めるものです。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２５号は、委員長報告のとおり可決されました。 
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  日程第１７、議案第２６号「平成２８年度篠栗町水道事業会計予算について」を

議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２６号 平成２８年度篠栗町水道事業会計予算について。 

  本議案は、平成２８年度篠栗町水道事業会計予算を第２条に定める業務の予定量

に即して収支の予定額を定めるものです。 

  第３条において、収益的収入の予定額４億６,４２８万７,０００円に対し、支出

の予定額は５億５７０万２,０００円となり、４,１４１万５,０００円の赤字予算

とするものです。 

  収益的支出の主なものは、水道施設運転維持管理等包括業務委託で、浄水場運転

管理などの委託料３,２４３万３,０００円、薬品費３５９万３,０００円、メータ

ー取替業務２１４万８,０００円、合計３,８１７万４,０００円を継続して委託す

るもの及び、福岡地区水道企業団受水費１億８,４０７万１,０００円、企業債利息 

２,８７２万４,０００円などです。 

  収益的収入の主なものは、水道使用料４億３,２１６万５,０００円が見込まれて

おります。 

  収益的支出額に対し不足する４,１４１万５,０００円は、繰越利益剰余金で補填

するものです。 

  次に、第４条において、資本的支出の予定額を１億４,３１３万９,０００円とし、

その主なものは、千代田団地配水管更新工事などの工事請負費が４,２５４万１,０

００円、企業債元金償還金１億１７万９,０００円などです。 

  資本的収入の予定額は１,０００円で、資本的支出額に対し不足する１億４,３１

３万８,０００円は、損益勘定留保資金等で補填するものです。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において、慎重な審査がなされております

ので省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１８、議案第２７号「平成２８年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特

別会計予算について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第２７号 平成２８年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備特別会計予算につい

て。 

  本議案は、平成２８年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備特別会計予算の総額を歳

入歳出それぞれ７,８６２万５,０００円とするものです。 

  歳出の主なものは、篠栗北地区産業団地開発事業計画策定業務委託料７,８６２

万５,０００円。 

  歳入の主なものは、一般会計繰入金７,８６２万５,０００円であります。 

  継続費については、平成２８年度から平成３０年度までの篠栗北地区産業団地開

発調査事業の実施において、平成２８年度７,４６２万９,０００円、平成２９年度

４,３８９万円、平成３０年度９３５万円、総額１億２,７８６万９,０００円とす

るものです。 

  詳細については、予算特別委員会において、慎重な審査が行われておりますので

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただ今の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 
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  次に討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１９、選挙案第１号「選挙管理委員及び補充員の選挙について」を議題と

いたします。 

  選挙案第１号を事務局長に朗読させます。 

  清原議会事務局長。 

○事務局長（清原 眞也） 選挙案第１号 選挙管理委員及び補充員の選挙について。 

  選挙管理委員及び補充員は、平成２８年３月３１日任期満了につき地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１８２条の規定により、後任者それぞれ４人の選挙

を求める。 

  平成２８年３月３日、篠栗町議会議長 阿部寛治 

  提案理由、平成２８年３月３１日任期満了のため。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) お諮りいたします。 

  本案は、地方自治法第１８２条の規定により、選挙管理委員及び補充員を議会に

おいて選挙するものであります。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の

方法で議長が指名することにしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名いたします。 

  選挙管理委員及び補充員の氏名は、住所、氏名、生年月日の順に読み上げます。 

  まず、選挙管理委員に、 

   篠栗町大字田中１６３番地の４番、栗須 幸夫、昭和１５年２月１日 

   篠栗町大字尾仲１１３９番地の１、井上 桂悟、昭和２３年１２月２７日 

   篠栗町大字篠栗４３９６番地の２６、石川 忠弘、昭和１７年５月８日 

   篠栗町大字篠栗５０６１番地、大久 保信也、昭和２０年４月１日 
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  以上４名を指名いたします。 

  続きまして、補充員は、 

   篠栗町大字津波黒６１８番地、髙橋 研一、昭和２１年９月１６日 

   篠栗町大字萩尾７３１番地、松尾 義明、昭和２７年３月１２日 

   篠栗町大字尾仲７２５番地の２、芳野 忠、昭和２８年１月２０日 

   篠栗町大字篠栗２,２８４番地の１、藤 佳光、昭和２８年１２月８日 

  以上４名を指名いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただ今、指名しましたそれぞれの４名の方を選挙管理委員及び補充員の当選人と

決定することにご異議はありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  従いまして、ただいま指名いたしました栗須幸夫氏、井上桂悟氏、石川忠弘氏、 

大久保信也氏の４名の方が選挙管理委員に当選され、補充員に髙橋研一氏、松尾義

明氏、芳野忠氏、藤佳光氏の４名の方が当選されました。 

  次に補充員の順序についてお諮りいたします。 

  補充員の順序は、ただ今議長が指名した順序にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  従いまして、補充員の順序は髙橋研一氏、松尾義明氏、芳野忠氏、藤佳光氏、以

上の順位に決定しました。 

  会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

  日程第２０、発議第１号「篠栗町議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、議員全員による発議ですので、直ちに採決を行います。 

  発議第１号について、本案に賛成の方のご起立を願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

  日程第２１、発議第２号「篠栗町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」を議題といたします。 

  本案も、議員全員による発議ですので、直ちに採決を行います。 

  発議第２号について、本案に賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 
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  よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

  日程第２２、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 

  総務建設、文教厚生、両委員長から会議規則第７５条の規定により、お手元のタ

ブレットに記載のとおり、閉会中の継続調査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設、文教厚生、両委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、総務建設、文教厚生、両委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに決定いたしました。 

  ここで、タブレットにメール送信しておりました委員会の閉会中の調査結果につ

いて、質疑等があれば受けたいと思います。 

  質疑ありませんか。 

  無いようですので、質疑を終わります。 

  次にお諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、誤読による字句、数字等の整理、訂正は議長に委任していただくことに

決定いたしました。 

  ここでお諮りします。 

  本定例会の会議に付された案件の審議は、全て終了いたしました。 

  従いまして、会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会することに決定しました。 

  以上で、本定例会の日程は全て終了いたしました。 

  ここで町長、何か発言するようなことがありましたら、許可をいたします。 

  三浦町長。 

○町長(三浦 正) 平成２８年第１回定例会の閉会にあたりましてご挨拶申し上げま

す。 
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  長期間にわたるご審議誠にありがとうございました。 

  篠栗町固定資産評価員の選任についての人事案件１件、篠栗町地球温暖化対策事

業計画策定協議会設置条例の制定について、をはじめ条例案９件、平成２７年度補

正予算、平成２８年度当初予算、新設の平成２８年度篠栗北地区産業団地整備事業

特別会計予算等、上程いたしました１９議案につきまして、すべて可決いただきま

したことに感謝申し上げます。 

  平成２８年度一般会計当初予算は、平成２７年度と比べ、ほぼ同規模の予算でご

ざいますが、特徴的なことは、歳入において地方交付税が２億７,０００万円を超

える減額となることでございます。臨時経済対策債の交付税措置終了による減額が

１億５,０００万円程度、そして国の平成２８年度地方財政計画における交付税減

額分が１億２,０００万円程度。国としては、税収増加分を交付税の減額でバラン

スを取ったものとの報告を受けているものでございますが、それらの要因によるも

のでございます。 

  以前から、我が町における「平成２８年問題」として私が申し上げておりました、

長期間の起債と交付税措置のタイムラグから発生する起債返済資源の一般財源に及

ぼすマイナス影響につきましては、ここ数年の繰上償還により、かなり回避するこ

とができましたが、それでも今後数年間は、年度予算の組立てに多少苦労すること

が予想されます。まさに、平成２８年度はそうしたやり繰りに苦労する正念場の最

初の年度と言えるわけでございます。 

  そうしたことから、投資的経費は最小限に抑えつつも、福祉関連予算については、

住民の皆様の福祉の充実を第一義と考え、２７年度下回らないように精一杯配慮し

た予算でございます。 

  議員各位におかれましては、そうした内容を十分ご理解いただき、ご審議いただ

きまして全員賛成にて可決いただきました。 

  ４月１日から予算の執行にあたっては、スピード感を持って事業遂行に当たりた

いと考えておりますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

  一方で、将来の自主財源確保のための「平成２８年度篠栗北地区産業団地整備事

業特別会計予算」につきましては、短期間に投資が増加することになりますが、３

１年度以降の町の発展の礎となる事業として取組むものでございます。大きなプロ

ジェクトではございますが、近い将来において、あの時行政とともに取組んだから

こそ今があると、この場にいらっしゃる１２名の議員の皆様が誇りにしていただけ

る、語り継がれる成功事例として取組みたいと考えておりますので、何とぞ引続き
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ご指導賜りますようよろしくお願いいたします。 

  東日本大震災から５年が経過いたしました。私は、３月１１日の日本経済新聞の

「春秋」に目が止まりました。それは、福島第一原発事故に関連した内容でござい

ました。 

  「取り戻すあてさえないふるさともある。福島第一原発近くの帰還困難区域だ。

色分けの地図でみてみると、まるで『美し国（うましくに）』に刺さったとげのよ

うである。昨年の国勢調査では、双葉町など４町で人口はゼロだった。懐かしい空

気を吸いながら田畑をうち、大漁に胸躍らせる日々を取り戻せるのは、いつのこと

だろうか。」という記事でございました。 

  先日、国勢調査の速報値が発表されまして、我が町は前回からやや減の１万１,

５３７世帯、３万１,２１２人でございました。 

  この新聞記事を読んだ後、福島県の速報値をあらためて見ました。 

  ご承知のとおり国勢調査において人口とは、その市町村に実際に住んでいる人の

人口でございます。 

  楢葉町９７６人、前回調査からマイナス８７.３％。葛尾村１８人マイナス９８.

８％。飯舘村４１人マイナス９９.３％、そして、富岡町、大熊町、双葉町、浪江

町と、この４町が０人マイナス１００％。 

  私はこの速報値を見たときに息が詰まりました。と同時に、こうして３月定例会

において、次年度の取組みについて、あるいは町の将来像について、議員の皆様方

と熱く討論できることの喜びをひしひしと感じました。更にそしてまた、その喜び

と職務を全うする責任の重大さに改めて思いを馳せたわけでございます。 

  今なお避難してらっしゃる１７万４,０００人の方々に、１日も早く日常の生活

が戻ることを願ってやみません。 

  最後に、３月限りで定年退職される阿部正博栗の子保育園長には、永い間の行政

職員としてお勤め大変ご苦労さまでございました。行政という地方自治の柱の一翼

を担っていただき、課長職の重責を全ういただきましたことにこの場をお借りして、

私からも心から感謝申し上げます。 

  また、議会の改選期であったことから、定年後も議会事務局長お願いいたしまし

た清原眞也議会事務局長には、長期間誠にありがとうございました。 

  ４月からは、新体制のもと「篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく

行動により、地方創生を具体的に実践する先進自治体となるべく努力してまいるこ

とをお約束いたしまして、平成２８年第１回定例会閉会のご挨拶といたします。 
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  長期間にわたるご審議誠にありがとうございました。 

  今後とも、何とぞよろしくお願いいたします。 

  終わります。 

○議長(阿部 寛治) 本日の会議を閉じます。 

  これを持ちまして、平成２８年第１回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前 １１時１７分 
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